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　７月１日、唐浜駅前多目的交流広場で「唐浜駅まつり」（ふるさと

発見実行委員会主催）が開催されました。

　今年の駅まつりは、ごめん・なはり線開通１５周年を記念して、

もち投げからスタート。

　ゆるキャラによるお菓子配りでは、地元キャラクターの安田朗、

とうのはまへんろ君のほか、なるまちゃんも登場し、子どもたちは

大喜びでした。

　その後のステージでは、拳法教室生による琉球古武道の披露、地

元唐浜の清岡和茂さん、シンガーソングライターの堀内佳さん、演

歌歌手の前田ひろみさんによる歌の熱唱、主催者でもある豆電球に

よるライブなど多彩なステージが繰り広げられ、会場は終始盛り上

がりました。

　東谷地区、味工房じねん、土佐の元気市などによる出店ではお寿

司やかき氷、焼き鳥などを買い求める来場者で大いに賑わいました。

　開通から１５周年を迎えたごめん・なはり線は、地域交通の要と

なりました。今後も通勤や通学時等に、より一層のご利用をお願い

いたします。

何匹

すくえる
かな

ゆるキャラによるお菓子配りは子どもたちに大好評

豆電球堀内佳さん清岡和茂さん

大勢の人で賑わっています大勢の人で賑わっています

前田ひろみさん

おいしい屋台もたくさん並びましたおいしい屋台もたくさん並びました

♪♪♬ 唐浜駅まつり唐浜駅まつり唐浜駅まつり唐浜駅まつり
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　６
月
２４
日
に
、
「
安
田
と
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
」
農
業
体

験
編
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
ツ
ア
ー
は
、
今
回
で
６
回
目

の
開
催
と
な
り
、
本
町
で
生
産
さ
れ
て
い
る
安
心
・
安
全

で
お
い
し
い
農
作
物
の
収
穫
体
験
や
ピ
ザ
焼
き
体
験
等

を
通
じ
て
、
„
安
田
町
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
“
を
目
的
に

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　当
日
は
、
午
前
７
時
３０
分
に
高
知
市
を
出
発
。
安
田
町

に
到
着
後
は
、
２
班
に
分
か
れ
て
ナ
ス
・
ピ
ー
マ
ン
の
収

穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
収
穫
体
験
で
は
、
生
産
者
の
説

明
を
熱
心
に
聞
き
、
一
生
懸
命
に
野
菜
を
収
穫
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
様
子
が
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。
収
穫
体

験
終
了
後
は
、
安
田
川
ア
ユ
お
ど
る
清
流
キ
ャ
ン
プ
場
へ

移
動
し
、
本
町
産
の
野
菜
を
使
っ
た
ピ
ザ
焼
き
体
験
や
特

産
品
等
が
当
た
る
宝
探
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　帰
路
で
は
、
輝
る
ぽ
ー
と
安
田
「
土
佐
の
元
気
市
」
、

安
田
と
夢
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
「
キ
ラ
ラ
」

で
買
い
物
を
し
ま
し
た
。
参
加
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
農
家
の
方
た
ち
の

大
変
さ
が
分
か
り
見
方
が
変
わ
っ
た
」

「
毎
年
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」
「
次
の
ツ
ア
ー
も
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
」
な
ど
大
変
好
評
で
し

た
。　町

で
は
、
今
後
も
各
種
交
流
事
業

を
通
じ
て
、
„
安
田
町
の
フ
ァ
ン
づ

く
り
“
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　ま
た
、
今
回
の
ツ
ア
ー
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

あ
ん

た

収穫の説明収穫の説明

ピザ焼き体験の様子ピザ焼き体験の様子

みんなで記念撮影みんなで記念撮影

安田と体験バスツアー
～農産物の消費地、高知市より親子33人が参加～

あん　   　 た

好評につき、
第6弾を開催！！
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６
月
１８
日
、
ダ
イ
ワ
鮎
マ
ス
タ
ー
ズ

２
０
１
７
の
四
国
地
区
大
会
が
、
安
田

川
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
参
加
し

た
１３１
人
が
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
の

出
場
権
を
か
け
て
早
朝
か
ら
、
そ
の
技

量
を
競
い
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、

好
天
が
続
い
て
い
た
た
め
水
量
が
少
な

く
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
的
に
は
厳
し
い

条
件
で
苦
戦
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
さ
す
が
は
名
手
揃
い
。
釣
果
は
予

選
ト
ッ
プ
が
２３
尾
、
決
定
戦
で
は
１８
尾

と
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
優
勝
は
１９
歳
の
選
手
と
な
る

な
ど
、
若
手
の
台
頭
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

今
大
会
の
上
位
１０
人
が
、
７
月
３０
日
に

兵
庫
県
（
揖
保
川
）
で
開
催
の
西
日
本

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。　

ま
た
、
選
手
が
釣
っ
た
鮎
は

地
元
の
福
祉
施
設
に
寄
贈
い
た

だ
き
、
閉
会
式
で
は
各
施
設
の

代
表
の
方
が
主
催
者
側
か
ら
受

け
取
り
ま
し
た
。

空梅雨の中の熱闘!! ～～ダイワ鮎マスターズ 2017四国地区大会～

各地から集まった太公望

鮎との真剣勝負

　安田町の魅力を感じてもらおうと、６月２５日、安田

まちなみ交流館・和など町内で、志国高知 幕末維新

博関連企画イベント「龍馬と元祖シャモ鍋フェスタ」

を開催しました。

　当日は東南アジアの乗合タクシー “ トゥクトゥク ”

を無料周遊させ、しゃも闘鶏場や、大心劇場での映画

「坂本龍馬」上映、和での企画展観覧とイベント限定

のシャモ鍋御膳を堪能しました。併せて大心劇場では

「映画の見どころや制作秘話」、和では、龍馬が生前シャ

モ鍋を好物にしていたとされるエピソードについての

トークショーも行われ、参加者は、興味深そうに聞き

入っていました。

　関東地方から参加した女性は

「大きなシャモを見たのは初め

て。興奮しました」、高知市の

女性は「シャモ鍋を食べてみた

くて参加しました。やわらかく

ておいしかったです」と話して

いました。

安田を満喫、シャモ鍋フェスタ

シャモ鍋御膳に舌鼓

映画上映会後のトークショー（大心劇場） “トゥクトゥク”も登場
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　町民の声がしっかり届く、町民の目線に立った、町民と共に歩くまちづくりを進めるため、毎月１回、「町長

室開放日」と「町長の中山支所勤務日」を設けています。

　日頃感じていることや役場への提言など、皆さんのご意見をお聞かせください。

８月の「町長室開放日」及び
町長中山支所勤務日について

　◆町長室開放日　　８月２８日（月） 　　◆中山支所勤務日　　８月２９日（火）
　◎基　準　時　間 午前１０：００から１２：００まで ／ 午後 ２：００から ５：００まで

　※来客の状況により、若干お待ちいただく場合がありますのでご了承ください。

　６
月
２５
日
、
第
５１
回
須
崎
市
民

体
育
祭
空
手
道
古
武
道
大
会
が
、

須
崎
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

本
町
の
拳
法
教
室
生
が
、
健
闘
し

ま
し
た
。

　
古
武
道

　小
学
3
年
生
女
子
の
部

　
　優

　勝

　安
岡

　穂
乃
夏

空
手
型

　小
学
3
年
生
女
子
の
部

　
　優

　勝

　安
岡

　穂
乃
夏

　
　準
優
勝

　中
島

　悠
愛

小
学
5

年
生
女
子
の
部

　
　準
優
勝

　黒
岩

　美
佑

　
　３

　位

　中
島

　愛
琶

組
手　幼

年
の
部

　
　優

　勝

　黒
岩

　怜
央

　小
学
3
年
生
男
子
の
部

　
　優

　勝

　西
山

　侑
志

　小
学
3
年
生
女
子
の
部

　
　優

　勝

　中
島

　悠
愛

　
　準
優
勝

　安
岡

　穂
乃
夏

　小
学
5

年
生
女
子
の
部

　
　優

　勝

　黒
岩

　美
佑

　
　３

　位

　中
島

　愛
琶

　
　奨
励
賞

　坂
本

　多
穂

　 
拳

法

大

会

　安田簡易水道は昭和３７年の給水開始以来、皆さんのご家庭に

安全・安心な水道水を供給してきましたが、近年水道管の老朽

化による漏水が頻発するなど、安定的な給水に多くの課題が発

生しています。

　このため、平成２６年度から３２年度までの７カ年の計画で、南

海地震対策を踏まえ管路の抜本的な更新を進めており、２９年度

は薬師地区から西北地区まで約４㎞の配水管布設工事を行うこと

としています。

　工事期間中は車両の通行等、大変ご迷惑をおかけしますが、

ご理解、ご協力をお願いします。

～安田簡易水道の配水管を更新しています～

本年度工事を行う町道薬師明神線
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　６月２日、室戸市で安芸地区交通安全指導員協議会定期総会が開催され、

３月末に町の交通安全指導員を退任された小松肇氏（安田）の交通安全

思想の普及や交通安全の推進に寄与された功績に対し、感謝状が贈呈さ

れました。

　６
月
２６
日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

安
田
町
交
通
安
全
町
民
会
議
（
黒
岩

之
浩
会
長
）
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　同

会
議
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

交
通
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
、
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
努
め
、
交

通
事
故
の
な
い
安
全
安
心
な
安
田
町

の
実
現
を
目
指
し
て
交
通
安
全
対
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　総
会
に
は
、
交
通
安
全
指
導
員
を

は
じ
め
、
安
芸
警
察
署
員
、
町
議
会

議
員
、
街
頭
指
導
協
力
者
な
ど
、
多

数
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
出

席
者
か
ら
は
、
交
通
事
故
報
告
や
道

路
整
備
状
況
等
に
つ
い
て
意
見
が
出

さ
れ
、
各
会
員
が
改
め
て
交
通
安
全

意
識
を
高
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
町
の
交
通
安
全
指
導
員
と

し
て
交
通
事
故
防
止
に
尽
力
し
交
通

秩
序
の
確
立
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に

対
し
、
３
月
末
で
退
任
さ
れ
た
小
松

肇
氏
（
安
田
）
に
町
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　小
松
氏
は
、
昭
和
５２
年
に
交
通
安

全
指
導
員
と
し
て
就
任
以
来
、
３９
年

間
に
わ
た
っ
て
交
通
安
全
運
動
や

日
々
の
街
頭
指
導
な
ど
精
力
的
に
参

加
し
、
地
域
の
交
通
事
故
防
止
、
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

平成 2９年度
安田町交通安全町民会議総会を開催

安芸地区交通安全指導員協議会会長から

交通安全指導員に感謝状が贈呈されました
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新名称は「中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会」に決定！
　６月２９日、中芸広域体育館会議室において、「魚梁瀬森林鉄道」日本遺産推進協議会

第５回総会を開催しました。日本遺産認定を受け、「中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議

会」に協議会名称を変更し、メンバーに新たに馬路村農協、土佐あき農協が加わり、新

体制で再出発することになりました。

　また、協議会規約の改正、事業計画案、補正予算案につい

て審議し、可決しました。その後、役員改選が行われ、全員

留任となりました。

　今後は、文化庁の補助事業などを活用しながら、５町村が

一体となって、国内外に中芸地域の魅力を発信していきます。

日本遺産サミット ｉｎ 京都に参加しました！
　７月１日から２日の２日間、京都府精華町において、日
本遺産サミットｉｎ京都が開催され、協議会から地域住民
団体や中芸５町村の役場職員など関係者約４０人が参加い
たしました。
　会場には、日本遺産に認定されている５４団体のＰＲブー
スが設置され、２日間で約２万２千人が来場し、大変賑わっ
ていました。
　私たち協議会のブースには森林鉄道のジオラマを展示し、中芸地域の日本遺産をＰＲ
するとともに、グルメブースでは、馬路村農協と北川村ゆず王国が出展し、ごっくん馬
路村とゆずサイダーの飲み比べを行いました。また、土佐鶴酒造、南酒造場、浜川商店
からご提供いただいた日本酒の試飲や奈半利のおかってのパウンドケーキの試食・販売
を行いました。いずれも好評で、多くの方々に中芸地域の魅力を大いにＰＲできたと思
います。
　ご協力いただきました各事業者の皆さまに感謝いたします。

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.1～

問い合わせ先：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局

　　　　　　　（役場中山支所内）　☎39-2008

日本遺産
Story #051

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会
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近い将来必ず発生するとされる南海トラフ地震。

町では「住宅の耐震化」等に対して、補助金を交付します。

今回は、老朽住宅等の除却事業について紹介します。

～耐震化促進補助事業等のお知らせ～

【老朽住宅等除却事業】

○対象

・対象建築物　緊急輸送道路または避難路沿いに位置する老朽住宅等、または住宅等が立ち並

ぶ地域

位置する老朽住宅等で以下の全てを満たすもの

①町内にある建築物（居宅・倉庫など）

②固定資産税の滞納がない建築物

③所有権以外の権利が設定されてない建築物

④現に使用されていない建築物

⑤町で定めた老朽度の判定※の結果、その基準を満たした建築物

 （※町で定めた判定基準に基づき、職員が現地で判定を行います )

・対　象　者　町内の老朽住宅等の所有者、またはその相続人の代表者で、安田町税等を滞納

していない者（建設業法第３条第１項の許可を受けた町内の建設業者により除却

工事を行う者）

○補助対象経費　除却工事に要する費用または延べ床面積に２万２千円（１㎡あたり）を乗じて得た

額のいずれか少ない方の金額

○補 助 金 額　補助対象経費の１０分の８（※上限１６４万５千円）　

※予算の執行状況によっては優先順位をつけることがあります

※事業の採択以前に着手しているものは対象となりませんので、事前に下記までご相談ください

申請先・問い合わせ先：役場総務課　☎３８－６７１１

老朽住宅等の除却

7月１日付で町職員人事異動を実施しました
平成29年7月1日付

◎退職者

内 川 　 博 史

職 　 　 名 所 　 　 属 氏 　 　 名

男 平成29年6月30日　退職

性 別 備 　 　 考

議 会 事 務 局局 　 長

有 岡 　 憲 作

職 　 　 名 所 　 　 属 氏 　 　 名

男 経済建設課　振興監

前 　 　 任性 別

議 会 事 務 局局 　 長
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平成29年度　安田町職員採用試験を実施します

１　採用職種及び採用人員

　（１） 一般行政職 事務職員　 若干名

２　受験資格

３　受験できない者

　２の受験資格を有していても、次の各号に該当する者は受験できない。

（１）　成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む）

（２）　禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの者

（３）　安田町において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者

（４）　日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下において成立した政府を暴力で破壊することを主

張する政党その他の団体を結成し、またはこれに加入した者　　　　　　　　　　　注） 国籍要件不要

４　試　験

　（１） 第１次試験（公益財団法人　日本人事試験研究センタ－に委託）

　（２）　第２次試験

　　第１次試験合格者に対し、別途指定する日時・場所で行う（平成２９年１０月下旬予定）。

５　受験手続

（１）　申込方法

　　　安田町役場総務課に備え付けの受験申込書及び履歴書によって申し込むこと。

（注１）　受験申込書及び履歴書には、最近６カ月以内に撮影した写真（上半身、脱帽、正面向きのもの）を貼付の

こと。（写真サイズ 縦３６～４０㎜　横２４～３０㎜）

（２）　受付期間

　平成２９年７月２０日（木）から平成２９年８月２４日（木）までの平日午前８時３０分から午後５時１５分までとする。（郵

送での申し込みは、８月２４日必着）

　郵送で申し込みを行う場合は、封筒の表に「職員採用試験受験申込」と朱書きし、返信用封筒（送付先の住所・

氏名を明記し、３９２円切手を貼付した定形封筒）を同封して、簡易書留で「安田町役場総務課」宛てに送付するこ

と。

６　合格発表及び採用

（１）　平成２９年１１月下旬（予定）に最終合格者を決定し、本人に通知する。

（２）　この試験の最終合格者は、町職員採用候補者名簿に登載し、原則として平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日

の間において、安田町定員管理計画に基づき成績順位の上位の者より採用する。

７　給料等

　一般地方公務員に準ずる。

・昭和63年4月2日から平成12年4月1日までに生まれた者
・高等学校卒業程度の学力を有する者
・障害のある方は、自力による通勤が可能で、介護なしで通常事務の遂行が可能な者
・採用後、安田町内に居住可能な者

試 験 区 分 受 験 資 格

事 務 職 員

教養試験
適性検査及び事務適応性検査

試 験 区 分 試 験 日 時 間 場 所試 験 科 目

事 務 職 員 平成29年9月17日（日）

午前9時～
　　 12時20分
　 終了予定

安田町地域ふれあい
センター
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つれ  づれ

～中山はどんどん元気になりゆうで～

集落活動センターなかやま・応援隊への問い合わせ、ご意見、ご要望は、
　　　　　　　　　　　   　☎３０－１７５０までお気軽に！ ^○^

徒然なかやま 安田町ふるさと応援隊・8月のお便り安田町ふるさと応援隊・8月のお便り
つれ  づれ

ふるさと納税寄附者の皆さんからの応援メッセージを紹介します

•九州から応援しています。

•安田町の更なるご発展をお祈りしております。

•今年も安田川の鮎を楽しみにしています。

•旅行に行きたいと思っています！

•安田町の魅力的なPR映像や、農産物に感動し、寄付を申し込みました。これからも応援し

ています！町のキャラクターもかわいいですね！

•お米楽しみです。これからも応援しています。

•昨年度１回、今年度２回目です。おいしいお米とお野菜、楽しみにしています。

•前回も同じ返礼の品をいただいたのですが、野菜がとっても新鮮でおいしかったです。

•微力ながら、高知の次代の子どもたちの笑顔につながることをお祈りしています。

•あんたろうくん、いつも安田町のおいしいものを教えてくれてどうもありがとう。色々楽しくお試しさせても

らっています。

•昨年ふるさと納税をしていただいたお米と野菜が大変おいしかったので、今年は増額して納税することにしま

した。今回のマンゴーもとても楽しみにしています。

皆さん、ご寄附、応援
ありがとうございます

平成29年6月～７月の応援メッセージ

☆中山健康教室開催中☆ 

　内容は「ピラティス」という健康体操です。

　ドイツ人の看護師さんが考えたエクササイズで年齢や運動経験に関係なく、どなたでも簡単に行える運動です。

　日程は８月２１日（月）、今月は１回です。時間は１９：００～２０：００まで。場所は集落活動センターの活動室で

す。参加費は無料、運動のできる服装で、床に敷くバスタオルや運動後の飲み物等を持参してください。 

8月8日（火）と  8月18日（金）に

よってん屋を集落活動センターにて再開します。

コーヒーやお菓子を用意して待ってるから一度来てみてください！！

高知ファイティングドッグス野球教室開催！！

　７月１日に、安田中学校グラウンドで、㈱東京映画社主催の高

知ファイティングドッグスによる野球教室が地域貢献の一環とし

て今年も行われました。

　今年は当日の朝に大雨が降り、グラウンドではできない可能性

もありましたが、その後の天候回復により、無事グラウンドで行

えました。

　今年も安田スポーツ少年団と安田中学校野球部が参加し、球児

たちはファイティングドッグス選手から熱心に指導を受けていま

した。

　練習後は父兄の方も交えての交流会兼バーベキュー大会。おい

しいお肉を食べながら、終始大賑わいでした。

バッティング練習は試合形式で☆
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　高知地方法務局と高知県人権擁護委員連合会では、介護者による虐待、障害を理由とする差別など高齢者・

障害者をめぐる人権問題の解決を図るため、下記のとおり電話相談の強化週間を実施します。期間中は、土曜日・

日曜日もご相談をお受けします。また、平日は時間を延長し、午後７時までご相談をお受けします。

１　実施期間　　平成２９年９月４日（月）から９月１０日（日）までの７日間

２　時　　間　　８時３０分から１９時まで（ただし、土曜日・日曜日は１０時から１７時まで）

３　開設場所　　高知地方法務局人権擁護課または各支局（ただし、土曜日・日曜日は高松法務局人権擁護部）

４　電話番号　　０ ５ ７ ０（ ０ ０ ３ ）１１０（全国共通ナビダイヤル）

電話は、おかけになった場所の最寄りの法務局につながります。

ただし、平日の１７時１５分以降の時間は本局（人権擁護課）、土曜日・日曜日は高松法務局人権擁護

部につながります。

５　取扱内容　　介護者からの肉体的・心理的虐待あるいは家族等による経済的虐待、就業差別、障害を理由とする

差別、暮らしの悩みごとなど高齢者・障害者をめぐる人権問題

６　そ の 他　　相談は無料、秘密は厳守します。

全国一斉
「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間

ゼロゼロみんなのひゃくとうばん

◆国民健康保険に加入している70歳以上のみなさまへ◆

◆高額療養費とは、ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、上限額を超えてお支

払いただいた分を払い戻す制度です。

　上限額は、個人もしくは世帯の所得に応じて決まっています。

※1　世帯収入の合計額が520万円未満（1人世帯の場合は383万円未満）の場合や、「旧ただし書所得」の合計が210万円以下

の場合も含みます。

※2　過去１２カ月以内に３回以上、上限に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限が下がります。

平
成
29
年
7
月
ま
で

平
成
29
年
8
月
か
ら

適用区分 外来（個人ごと） 外来+入院（世帯ごと）

現
役
並
み

一 

般

住
民
税
非
課
税

【課税所得】
145万円以上の方

80,100円+（医療費-267,000円）×1%
【多数回44,400円※2】

【課税所得】
145万円未満の方（※1）

②住民税非課税世帯

①住民税非課税世帯
（年金収入80万円以下など）

8,000円

44,400円

12,000円 44,400円

24,600円

15,000円

適用区分 外来（個人ごと） 外来+入院（世帯ごと）

現
役
並
み

一 

般

住
民
税
非
課
税

【課税所得】
145万円以上の方

80,100円+（医療費-267,000円）×1%
（多数回44,400円※2）

【課税所得】
145万円未満の方（※1）

②住民税非課税世帯

①住民税非課税世帯
（年金収入80万円以下など）

8,000円

57,600円

14,000円 57,600円

24,600円

15,000円

年間上限（14万4,000円） 〈多数回44,400円※2〉

平成29年8月から高額療養費の上限額が変わります

○問い合わせ先　役場町民生活課　国保係　☎　３８－６７１２
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　町農業委員会委員が７月１９日に任期満了を迎え、新たな体制の農業委員会となりました。

　今回の改選は、法改正後初めての改選で、従来公選制であった農業委員については、公募を行い、議会の同意を得た

うえで町長が任命する任命制となり、また農地等の利用の最適化を推進するため、農地利用最適化推進委員が新設され、

農業委員と同じく公募を行ったうえで、農業委員会が委嘱することとなり、次の方が農業委員（１０人）、農地利用最適

化推進委員（４人）となりました。

　従来の農地の権利移動等の許可業務に加え、農地等の利用の最適化を推進していきますのでよろしくお願いします。

　また、任期満了を迎えました農業委員の皆さん、長い間ご尽力いただきありがとうございました。

農業委員会が新体制になりました

出身地区

西　島

農
業
委
員
会

　会
長

　鶴

田

　
亀

代

志
出身地区

正　弘

職
務
代
理

　濱

渦

　
輝

子

出身地区

中　里

農
業
委
員

　上

 

総

　 
 

博

 

出身地区

正　弘

農
業
委
員

　小

松

　
悦

子

出身地区

東　島

農
業
委
員

　西

山

　
雅

人

担当地区

東　島

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　西

山

　
市

郎

担当地区

西島・安田地区

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　安

岡

　
孝

雄

担当地区

唐浜

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　小

松

　
明

彦

担当地区

中　山

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　松

本

　
晄

寶

出身地区

東　島

農
業
委
員

　中

野
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里

出身地区

東　島

農
業
委
員

　中

野

　
吉

健

出身地区
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員

　齊

藤

　
仁

信

出身地区

東　島

農
業
委
員

　中

島

　
瑞

夫

出身地区

唐浜

農
業
委
員

　窪

田

　

　
廊
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　本
大
会
は
、
水
産
資
源
の

保
護
・
管
理
と
海
や
湖
沼
・

河
川
の
環
境
保
全
の
大
切
さ

を
広
く
発
信
す
る
と
と
も

に
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の

推
進
を
通
じ
て
漁
業
の
振
興

と
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
各
県
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　本
県
で
は
、
平
成
３０
年
秋

季
に
開
催
が
決
定
し
、
式
典

行
事
（
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ

か
る
ぽ
ー
と
）
で
の
功
績
団

体
表
彰
や
、
海
上
歓
迎
・
放

流
行
事
（
宇
佐
し
お
か
ぜ
公

園
）
で
の
稚
魚
の
放
流
に
加

え
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
け
る
「
関
連
行
事
」

（
高
知
市
内
会
場
を
予
定
）

の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま

す
。　ま

た
、
今
年
度
は
、
大
会

に
向
け
た
機
運
醸
成
や
、
大

会
開
催
を
き
っ
か
け
と
し
て

水
産
業
の
振
興
と
環
境
保
全

の
大
切
さ
を
広
く
県
民
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
県
内
の
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
へ
の
ブ
ー
ス
出
展
も
行
っ

て
い
き
ま
す
。

（平成27年度の山形大会の
関連行事の様子）

「高知県の豊かな海」で検索！
いいね！や「シェア」を
お願いします！ 

イベント情報や県内各地の
豊かな森・川・海の情報を
更新中！

平成29年度、県が実施する狩猟免許試験を受験する方の
ための講習会を下記により開催しますので、希望者はお早
めに最寄りの地区猟友会へ申し込んでください。

◎初心者受講料7,000円、射撃講習料37,000円は町が助成しています。

１ 講習は午前9時30分より午後5時まで（受付は9時から）
　※講習終了時間は受講人数や受講種類によって前後することがあります。
２ 受講料　7,000円（※ テキスト代含む）
３ 当日は筆記用具をご持参ください。 
４ 初心者講習会の申し込みは各地区猟友会へ※定員は各会場50人まで
　※各試験日の10日前までに猟友会へ必着するよう申請してください。

◎初心者講習会　申し込み・問い合わせ先・・・☎（088）856-6641
　〒780-0901 高知市上町2丁目7-2　一般社団法人 高知県猟友会
　初心者講習会の申込書は猟友会ホームページよりダウンロードできます。
　ホームページ　http://www.kochi-ryoyu.com/

猟友会が実施する初心者講習会 県が実施する狩猟免許試験

場　所

高知市

田野町

高知市

四万十市

高知市

日　時

 8月27日（日）　9時

 9月3日（日）　9時

11月4日（土）　9時

１２月実施予定
（8月下旬発表予定）

平成30年1月実施予定
（8月下旬発表予定）

会　場

高知県立大学
（池キャンパス）

田野町
ふれあい
センター

高知県立大学
（池キャンパス）

四万十市立
中央公民館
（予定）

高知県立
ふくし交流

プラザ（予定）

実施する講習

第一種銃猟
第二種銃猟

わな猟

わな猟

第一種銃猟
第二種銃猟

わな猟
第一種銃猟
第二種銃猟

わな猟
第一種銃猟
第二種銃猟

わな猟

試験申請手数料　5,200円（一部免除者は 3,900円）
※各試験日の10日前までに高知県猟友会または県へ必着するよう申請

してください。

◎狩猟免許試験　申し込み・問い合わせ先
　〒780-8570 高知市丸ノ内1丁目2-20
　高知県 鳥獣対策課　　☎088-823-9042
　または、一般社団法人高知県猟友会までお問い合わせください。
　試験申請書等は鳥獣対策課ホームページよりダウンロードできます。
　ホームページ　http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/070201/

場　所

高知市

田野町

高知市

四万十市

高知市

日　時

9月1日（金）　10時

9月2日（土）　10時

9月10日（日）　10時

11月11日（土）　10時

11月12日（日）　10時

１２月実施予定
（8月下旬発表予定）

平成30年1月実施予定
（8月下旬発表予定）

会　場

高知県立大学
（池キャンパス）

田野町
ふれあい
センター

高知県立大学
（池キャンパス）

四万十市立
中央公民館
（予定）

高知県立
ふくし交流

プラザ（予定）

試験を行う免許の種類

わな猟

第一種銃猟、
第二種銃猟 

わな猟

わな猟、網猟

第一種銃猟、
第二種銃猟 

わな猟

第一種銃猟、
第二種銃猟 

第一種銃猟、
第二種銃猟

わな猟

平成29年度の取り組み

『記念セレモニー（記念放流・漁船パレードなど）』　　◆土佐市（宇佐しおかぜ公園）
内容：本大会に向けた機運醸成を図り、県内外からの招待客や地元の方々の参加のもと、本大会を見

据えた放流・海上パレードを実施します。

『「土佐の豊穣祭2017高知市会場　土佐國美味集結」・「豊かな海づくりフェスタ（仮称）」』 　◆高知市（中央公園）

内容：本大会に向けた機運醸成を図るため、本県の食の魅力を感じていただけるイベントと連携し、

開催します。

豊かな海づくりキャラバン

県内のイベントにブースを出展します。

お魚に触れるコーナーや、くろしおくんの登場も！

≪ブース出展イベント（予定）≫

●10月７日・８日：第５回全国ご当地じゃこサミット

　（安芸ドーム駐車場）　　　　　　など

≪お問い合わせ≫
第３８回全国豊かな海づくり大会

高知県実行委員会事務局 
（高知県水産政策課豊かな海づくり大会

推進室内）☎０８８－８２１－４６９０　

高知県キャラクターの
くろしおくんです。
大会コスチュームの
はっぴを着て、県内各地に
お邪魔します！お楽しみに！

１年前プレイベント（11月予定）
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航 空 学 生

一 般 曹 候 補 生

自 衛 官 候 補 生

防 衛 大 学 校
学 生

防 衛 医 科 大 学 校
医 学 科 学 生

防 衛 医 科 大 学 校
看 護 学 科 学 生

陸 上 自 衛 隊
高 等 工 科 学 校 生 徒

　自衛隊には多様な働き方（コース）、多くの職種・職域があり、自分の興味や得意分野を活かしながら様々な形で社
会に貢献できる、幅広いフィールドがあります。

『自衛官等募集』案内

※自衛官候補生の試験については、10月以降も行いますので詳しくは

自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所までご連絡ください。

募　集　種　目 資　　格 受　付　期　間 試　験　日

〒784-0004　安芸市本町3丁目11-5（すまいるあき前 ２Ｆ）
☎35－2749　E-mail　kochi.pco.aki＠rct.gsdf.mod.go.jp

海：18歳以上23歳未満の者
空：18歳以上21歳未満の者

18歳以上
27歳未満の者

18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）または高専3年次
修了者（見込含）で成績優秀かつ
生徒会活動等に顕著な実績を納め
学校長が推薦できる者

18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）または高専3年次
修了者（見込含）

18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）または高専3年次

修了者（見込含）

男子で中卒（見込含）17歳未満の成
績優秀かつ生徒会活動等に顕著な
実績を納め、学校長が推薦できる者

男子で中卒（見込含）17歳未満の者

7月1日～9月8日

7月1日～9月8日

年間を通じて実施

9月5日～9月7日

9月5日～9月29日

30年1月20日～1月26日

9月5日～9月29日

11月1日～12月1日

11月1日～30年1月9日

1次　9月18日（月）

1次　9月16日（土）

学　科　9月16日（土）

口述等　9月24日（日）～27日（水）

9月23日（土）

9月23日（土）・24日（日）

1次　9月23日（土）

1次　11月4日（土）・5日（日）

1次　30年2月17日（土）

1次　10月28日（土）・29日（日）

1次　10月14日（土）

30年1月6日（土）～8日（月）
（いずれか1日）

1次　30年1月20日（土）

男子

女子

推薦

総合
選抜

一般
前期

一般
後期

推薦

一般

　平成２９年５月２９日から、全国の登記所（法務局）において、各種相続手続に利用することができる「法定相続情報証

明制度」がスタート！

　この制度を利用することで、各種相続手続（銀行の預金払戻、不動産の相続登記等）で戸籍謄本の束を何度も出し

直す必要がなくなります。

　詳しい内容は、高知地方法務局安芸支局 ☎３５－２２７２まで、お問い合わせください。

　「高知地方法務局ホームページ」でもご覧いただけます。　ｈｔｔｐ：／／ｈｏｕｍｕｋｙｏｋｕ．ｍｏｊ．ｇｏ．ｊｐ／ｋｏｃｈｉ／

法定相続情報証明制度 ～あなたの相続手続を応援します！～

　海区漁業調整委員会委員選挙人名簿は、有権者からの申請を基に毎年１回調製されます。

　（９月１日調製、１２月５日確定）今回登録された選挙人名簿は、平成３０年１２月４日まで１年間据え置かれ、期間内に執行

される選挙に用いられます。

　（名簿に登載されていなければ選挙があっても投票することができません）

　下記の要件に該当する方は登載申請をしてください。

高知海区漁業調整委員会委員選挙人名簿登載申請のお知らせ

【問い合わせ先】町選挙管理委員会（役場総務課 内）　☎３８－６７１１

①漁業者（漁業を営む者）または漁業従事者（漁業者

のために水産動植物の採捕・養殖に従事する者）

②安田町内に住所または事業場を有する方

③１年に９０日以上漁船を使用する漁業を営み、または従

事する方（法人を含む）

（上記に該当し、平成２９年１２月５日までに年齢が満１８歳

以上に達する方）

　・申請の現在日　平成２９年９月１日

　・申請期間　　　平成２９年９月１日～平成２９年９月５日

　・選挙人名簿縦覧期間

平成２９年１０月２０日～平成２９年１１月３日

　・申請書の提出先　町選挙管理委員会（役場総務課 内）

　　※申請書は町選挙管理委員会にあります

　海区漁業調整委員会とは、漁業や水産資源を有効に利

用するための漁業調整を行い、都道府県知事に意見を述

べるなどの重要な役割を担う委員会です。
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☆☆　応急処置の手順　☆☆

①日陰・エアコンの効いた屋内など、涼しい環境へ移動する

　扇風機・うちわなどで風を送る

②体を冷やす

　脱がせられる衣服はすべて脱がす

　氷のうなどを首筋・脇の下・股の付け根にあてる

③水分・塩分の補給

　スポーツドリンクなどで水分・塩分補給

健 康 手 帳

問い合わせ先　町保健センター　☎３８－６６７８

熱中症に気をつけよう！！
　熱中症は気温などの環境条件だけではなく、人間の体調や暑さに対する慣れなどが影響して起こります。気温

がそれほど高くない日でも、湿度が高い・風が弱い日や、体が暑さに慣れていない時は注意が必要です。

熱中症の主な症状と対処の方法

軽症
現場での応急

処置が可能

・大量の発汗

・めまい、立ちくらみ

・筋肉のこむら返り、

  手足のしびれ

①応急処置

②水分補給が困難、または

　症状が回復しない場合、

　すぐに医療機関へ

・頭痛

・吐き気、嘔吐

・倦怠感、力が入ら

  ない、体がぐったり

  している

・意識がなくなる

  呼びかけへの反応

  がおかしい

・けいれん

・ふらふらして立てな

  い

・高体温

①救急車を呼ぶなど、すぐ

　に医療機関へ

②可能な限り応急処置を行

　う

中等症
病院への搬送

が必要

重症
入院、集中治

療の必要Ⅲ度

Ⅰ度

Ⅱ度

分類 重症度 症　状 対　処
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「知っていますか、紫外線」

紫外線とは？

　太陽光（日射）の一部で、基本的な性質は可視光線と同じです。

季節や時刻、天候などにより紫外線の量は変化し、建物や衣類

などでその大部分はさえぎることができます。

・紫外線の強さ（ＵＶインデックス）

・紫外線量＝紫外線の強さ×時間

　※長時間浴びるのはやめましょう！

・紫外線の強い時刻：１０時～１４時

・紫外線の強い季節：夏　強い（６月～８月）

冬　弱い

・日本各地の紫外線：西高東低

紫外線によるからだへの影響を知ろう！

①皮膚への影響：シワ・シミ、良性・悪性の腫瘍（皮膚がん）の原因

②眼への影響：紫外線角膜症（雪目）や白内障

③免疫への影響：免疫機能低下

紫外線を予防するには、どうすればいいの？

①紫外線の強い時間帯（１０時～１４時）の外出を避ける。

②日陰を利用する。

③日傘や帽子を活用する。

④長袖や襟付きの衣服を利用する。

⑤ＵＶカット機能のあるサングラスをかける。

⑥日焼け止めを上手に使う。

・皮膚が敏感な方には、「紫外線吸収剤無配合」「ノンケミカルサンスクリーン」

・ＳＰＦ：紫外線Ｂ波の防止効果を示す数値

　例：ＳＰＦ３０〔２０分×３０倍＝６００分（１０時間）日焼けを防ぐことができる〕

　※汗で流れると効果が落ちるので、２時間毎に重ね塗り必要

赤ちゃんも紫外線から守って！

　平成１０年から紫外線の有害性の視点から母子手帳の日光浴の言葉は削除され外気浴に変

わっています。赤ちゃんを散歩に連れて行くときは、日差しの強い１０時～１４時を避け、朝夕の

涼しい時間帯に、薄い長袖服や帽子、ベビーカーの日よけ等を利用しましょう。（赤ちゃん用

日焼け止めもあります）

高知大学医学部看護学科　小松　輝子

̶ 高知大学医学部看護学科だより ̶
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社協あったかふれあいセンター事業・８、９月の予定　　

13：30～

13：30～

10：00～

10：00～

13：30～

  9：30～

10：00～

13：30～

10：00～

13：30～

曜日

月

火

水

木

金

時　間 場　所 内　容

保健センター

福祉館　お休みします。

東島老人憩いの家

集落活動センター

ふれあいセンター

保健センター

中村東集会所

唐浜老人里の家

福祉館

ふれあいセンター

間下集会所

保健センター

東島老人憩いの家　お休みします。

せせらぎの郷小川

不動集会所

集落活動センター

和田集会所

唐浜老人里の家

東谷集会所

体操

体操

体操

体操

体操

体操

体操

体操

体操

体操

体操

体操

体操

体操

体操

体操

体操

地
区
名

氏

　

　名

年

月

日

世
帯
主

続

柄

性
別

慶

弔

ニ

ュ

ー

ス

（
６

月
受
付
分
）

お

た

ん

じ

ょ

う

唐

浜

安

田

島
山

　幸
貴

谷
田
美
佐
子

　男　女

子
子
の
子

島
山

　碧
貴

谷
田

　絆
音

Ｈ
29
・
6
・
3

Ｈ
29
・
6
・
6

　詳しくは、

　町社会福祉協議会（☎38ー5500 担当：竹内）

　までお問い合わせください。
～行事予定～

・認知症予防交流会　～楽しい脳トレとストレッチ～

８月２日（水）、９月６日（水）　 　 時　間　13:30 ～ 14:30　　場　所　町文化センター（多目的ホール）

　理学療法士の町田先生（田野町の PLUS 接骨院）による体を使った脳トレなどの認知症予防のためのトレーニング
などを指導していただく予定です。
　※動きやすい服装でおこしください。お茶など各自水分補給できるようご持参ください。
　◎参加費は無料で、送迎もありますのでどなたでもお気軽にご参加ください。

・夏のこども食堂

８月４日（金）、８月２５日（金）　　時　間　11:30 ～ 13:00　　場　所　町保健センター（機能回復室）

　◎食事代・・・３００円

・アロマテラピー教室

８月２４日（木）　　　　　　　　　時　間　13:45 ～ 14:45　　場　所　町保健センター（機能回復室）

　各会場で体操の他にもレクリエーション・脳トレ・季節の

製作など様 な々活動を行っています。

交通事故の概況
（平成２９年１月１日～６月３０日）

１.県内

２.安芸署管内

３.安田町発生件数

（　）内は６月発生件数

（　）内は６月発生件数

※１、２は物損を除く

件　　数 死　　者 傷　　者

件　　数 死　　者 傷　　者

累　計

２９年

２８年

増減

２９年

２８年

増減

件　　　　数

死　　　　者

傷　者
重　傷

軽　傷

物　　　　　　損

人

　
　
　身

（１５８）１,０３７

（１６５）１,１４９

（△７）△１１２

（  １  ）　 １２

（  ０  ）　 ２３

（  １  ） △１１

（ ６ ） 　５６

（ ６ ） 　４６

（ ０ ） 　１０

（  ０  ）　   １

（  ０  ）  　 ２

（  ０  ）　△１

（ ６ ） 　６９

（ ５ ） 　５８

（  １  ） 　１１

０ 

０ 

０ 

０ 

１０

４ 

１ 

０ 

７ 

３４

６月計

（１４５）　９２３

（１５２）１,０４４

（△７）△１２１
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6月定例会

第 150 号

　6
月
14
日
開
会
。
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
、
契
約
締
結
等
を

審
議
、
2
氏
が
一
般
質
問
を
行
い
16
日
に
閉
会
し
た
。

◆
介
護
保
険
業
務
◆

　
２８
年
度
の
介
護
給
付
実
績
は
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
増
加
に
よ
り
、

対
前
年
度
比
約
４
％
の
増
と
な
っ

て
い
る
。

　
な
お
、
本
年
４
月
か
ら
介
護
と

保
健
福
祉
を
横
断
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
課
及

び
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
田
野
町

保
健
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
、
保
健

福
祉
課
と
の
窓
口
の
一
本
化
を

図
っ
た
。

◆
保
健
福
祉
業
務
◆

　
本
年
度
は
、
第
５
期
障
が
い
福

祉
計
画
及
び
障
が
い
者
計
画
の
更

新
年
度
に
あ
た
り
、
併
せ
て
義
務

化
と
な
っ
た
障
害
児
福
祉
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び

健
康
増
進
計
画
も
策
定
年
度
と

な
っ
て
お
り
、
構
成
町
村
及
び
介

護
サ
ー
ビ
ス
課
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
く
。

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
総

合
的
な
地
域
生
活
支
援
の
場
と
し

て
、
子
育
て
中
の
親
子
や
妊
婦
、

障
が
い
者
支
援
の
充
実
強
化
を
目

的
に
、
皆
が
集
え
る
場
と
し
て
、

田
野
町
内
の
民
家
を
利
用
し
て

「
あ
そ
ぶ
ん
じ
ゃ

遊
分
舎
」
を
４
月
に
開
設
し
、
施

設
開
放
日
に
は
、
２
〜
４
組
の
親

◆
ご
め
ん
・
な
は
り
線
◆

　
２８
年
度
営
業
実
績
は
、
通
勤
・

通
学
定
期
利
用
者
の
減
少
や
高
知

東
部
自
動
車
道
延
伸
な
ど
の
影
響

を
受
け
、
輸
送
人
員
、
運
輸
収
入

と
も
に
２.２
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
と
も
利
便
性
向
上
に
よ
る
利

用
促
進
と
営
業
費
用
の
圧
縮
に
努

め
て
い
く
。

　
ま
た
、
本
年
７
月
に
開
業
１５
周

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
イ

ベ
ン
ト
開
催
や
幕
末
維
新
博
等
に

積
極
的
に
関
与
す
る
な
ど
、
利
用

促
進
と
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
て
い
く
。

　
な
お
、
本
年
度
の
高
架
橋
・
橋

梁
耐
震
化
事
業
で
は
、
本
町
は
西

北
高
架
橋
が
実
施
さ
れ
る
。

◆
広
域
的
観
光
業
務
◆

　
昨
年
度
実
施
し
た
観
光
客
の
動

向
調
査
に
基
づ
く
広
報
・
戦
略
づ

く
り
の
展
開
を
図
り
、
東
部
地
域

の
知
名
度
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
本
年
度
は
幕
末
維
新
博
や
ご

め
ん
・
な
は
り
線
開
業
記
念
イ
ベ

ン
ト
、
日
本
遺
産
推
進
協
議
会
と

連
携
し
、
地
域
の
文
化
、
食
、
自

然
を
活
か
し
た
観
光
資
源
の
磨
き

上
げ
や
ツ
ア
ー
の
造
成
な
ど
、
東

部
地
域
の
観
光
振
興
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
教
育
旅
行
を
、
東
部
地
域
の

お
も
て
な
し
事
業
の
柱
と
位
置
付

け
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
受
入

体
制
確
立
の
た
め
、
民
泊
受
入
可

能
世
帯
１５０
軒
の
登
録
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
本
年
は
、
現
在
ま
で
に

大
阪
府
の
公
立
中
学
校
５
校
か
ら

８３３
人
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
本
町

で
も
８
世
帯
で
４３
人
の
生
徒
が
民

泊
し
、
生
活
体
験
や
地
域
と
の
交

流
を
深
め
て
い
る
。

◆
広
域
租
税
債
権
管
理
機
構
◆

　
２８
年
度
の
実
績
は
、
６
市
町
村

か
ら
３００
件
、
約
１
億
６
４
２
０
万

円
の
移
管
を
受
け
、
５１
％
の
収
入

と
な
っ
た
。

　
本
町
分
と
し
て
は
、
不
動
産
公

売
な
ど
を
実
施
し
た
結
果
、
３３
件
、

７８１
万
６
千
円
、
４８
・
９
％
の
収
入

実
績
で
あ
り
、
本
年
度
は
移
管
継

続
と
合
わ
せ
、
２０
件
、
約
１
１
４

０
万
円
を
移
管
し
て
い
る
。

◆
広
域
連
合
職
員
体
制
◆

　
昨
年
度
、
事
務
職
員
及
び
介
護

支
援
専
門
職
員
の
募
集
を
行
い
、

４
月
１
日
付
け
で
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
職
員
１
人
を
配
置
し
た
が
、

事
務
職
員
の
雇
用
が
で
き
て
な
い

こ
と
か
ら
、
早
期
の
職
員
体
制
整

備
に
努
め
る
。

◆
消
防
・
救
急
業
務
◆

　
２８
年
度
の
管
内
の
火
災
発
生
件

数
は
９
件
で
、
前
年
度
対
比
１
件

増
と
な
っ
た
が
、
本
年
度
は
先
月

末
ま
で
で
の
発
生
は
な
い
。

　
救
急
出
動
に
つ
い
て
は
、
出
動

件
数
７６７

件
、
搬
送
人
数
７３１

人
で
、

と
も
に
１０
％
以
上
の
増
と
な
っ
て

い
る
。

広
域
行
政
の
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子
が
参
加
、
利
用
し
て
い
る
。

◆
日
本
遺
産
活
用
の
取
り
組
み
◆

　
中
芸
５
町
村
で
申
請
し
て
い
た

「
森
林
鉄
道
か
ら
日
本
一
の
ゆ
ず

ロ
ー
ド
へ
|

ゆ
ず
が
香
り
彩
る
南
国

土
佐
・
中
芸
の
景
観
と
食
文
化
|

」

が
、
高
知
県
単
独
で
は
初
と
な
る

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。
遺
産

認
定
ま
で
活
動
を
支
え
て
い
た
だ

い
た
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
関
係

団
体
等
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
認
定
を
契
機
に
、

地
域
の
歴
史
文
化
資
源
の
魅
力
や

価
値
を
国
内
外
に
情
報
発
信
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
、
産
業
振
興
の

発
展
は
も
と
よ
り
、
県
東
部
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

◆
農
業
振
興
対
策
◆

　
農
業
立
町
と
し
て
、
農
家
の
生

産
性
向
上
や
農
業
後
継
者
等
支
援

に
よ
る
安
定
的
な
農
家
経
営
の
確

立
を
図
る
た
め
、
土
佐
あ
き
農
協

と
連
携
し
て
新
規
就
農
者
等
が
実

践
を
積
む
た
め
の
研
修
ハ
ウ
ス
整

備
を
は
じ
め
、
環
境
制
御
機
器
等

の
導
入
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
。

◆
大
学
連
携
事
業
◆

　
高
知
大
学
と
の
連
携
協
定
締
結

か
ら
４
年
が
経
過
し
、
先
月
に
は
、

看
護
学
科
に
よ
る
唐
浜
・
中
山
地

区
で
の
高
齢
者
の
独
居
、
在
宅
療

養
者
へ
の
地
域
の
取
り
巻
く
生
活

環
境
に
つ
い
て
の
実
習
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
今
後
も
農
業
や
健
康
福

祉
な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て
、
大

学
の
持
つ
専
門
的
知
識
と
本
町
の

地
域
振
興
に
お
け
る
課
題
を
有
機

的
に
結
び
つ
け
、
地
域
に
密
着
し

た
連
携
事
業
や
学
生
の
地
域
活
動

◆
ふ
る
さ
と
納
税
◆

　
米
や
野
菜
、
自
然
薯
な
ど
の
農

産
物
、
鮎
や
干
物
、
マ
ン
ゴ
ー
大
福
、

日
本
酒
な
ど
の
地
場
産
品
を
返
礼

品
と
し
て
、
町
内
の
Ｊ
Ａ
や
事
業

所
を
通
じ
て
発
送
し
て
お
り
、
昨

年
度
は
約
８
２
０
０
件
、
８
５
５
０

万
円
の
寄
付
が
あ
っ
た
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
ふ
る
さ
と

納
税
へ
の
取
り
組
み
の
推
進
に
よ

り
、
安
田
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
は
も

と
よ
り
、
地
場
産
品
の
流
通
促
進

や
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
本

町
の
地
場
産
業
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
自
主
財

源
と
し
て
、
諸
課
題
解
決
に
活
用

し
て
い
き
た
い
。

◆
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
◆

　
２８
年
度
の
販
売
電
力
量
及
び
売

電
額
は
、
約
１６１

万
２
千
ｋｗ
、
６
９

６
５
万
円
と
、
計
画
売
電
額
を
約

１
５
０
０
万
円
上
回
る
実
績
で
、

順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

◆
高
規
格
道
路
整
備
等
◆

　
阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
空
白
区

間
で
あ
っ
た
「
奈
半
利
・
安
芸
間
」

が
計
画
段
階
評
価
区
間
に
位
置
付

け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
規
事

業
化
に
向
け
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
や
ル
ー
ト
設
定
な
ど
の
調
査
が

行
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
先
だ
っ
て
開
催
さ
れ
た

「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
道
づ
く
り
全

国
大
会
」
で
は
、
高
規
格
幹
線
道

路
等
の
未
整
備
区
間
解
消
と
法
期

限
と
な
る
「
道
路
財
特
法
」
の
継

続
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
及
び
県

選
出
国
会
議
員
に
対
す
る
要
望
を

行
っ
た
。
今
後
の
各
種
施
策
推
進

や
地
方
創
生
を
進
め
る
う
え
で
、

社
会
基
盤
の
根
幹
と
な
る
の
は
道

路
で
あ
り
、
早
期
の
全
線
開
通
に

向
け
、
機
会
あ
る
ご
と
に
関
係
機

関
等
へ
の
働
き
掛
け
を
し
て
い
く
。

◆
安
田
川
分
水
問
題
◆

　
調
印
時
の
確
認
書
に
基
づ
き
、

分
水
影
響
緩
和
の
た
め
、
流
水
の

復
元
に
直
接
資
す
る
事
業
に
係
る
、

２８
年
度
事
業
へ
の
電
源
開
発
㈱
の

応
分
の
負
担
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
、
焼
山
頭
首
工
整
備
等
に
お
い

て
、
町
負
担
分
の
２
分
の
１
、
約

６
７
０
０
万
円
を
負
担
い
た
だ
く

こ
と
と
し
た
。

　
な
お
、
本
年
度
以
降
の
諸
対
策

事
業
に
つ
い
て
も
、
協
議
会
に
お

い
て
、
負
担
を
求
め
る
事
業
の
協

議
、
確
認
を
行
っ
て
い
く
。

◆
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
◆

　
現
在
、
㈱
東
京
映
画
社
が
入
居

し
、
県
東
部
の
自
然
環

境
を
活
か
し
た
映
像
制

作
等
の
事
業
活
動
と
併

せ
、
中
山
間
地
域
の
活

性
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
だ
が
、
空
室
と
な
っ

て
い
た
１
室
に
つ
い
て
、

７
月
に
東
京
の
映
像
制

作
会
社
１
社
が
入
居
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
中
央
省
庁
の

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
実
証
実
験
が
全
国
２

カ
所
で
実
施
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
う
ち
１
カ

所
が
本
町
の
「
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
な
か
や
ま
」

で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
実
証
実
験
は
、
地
方
創
生
の
新

た
な
展
開
と
し
て
、
政
府
機
関
の

地
方
移
転
を
促
す
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
る
も
の
で
、
今
回
、
内
閣

府
地
域
創
生
本
部
に
よ
る
、
地
方

創
生
交
付
金
等
に
係
る
県
東
部
市

町
村
へ
の
支
援
等
業
務
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を

絶
好
の
好
機
と
捉
え
、
人
口
減
少

克
服
や
地
域
活
性
化
に
向
け
た
交

付
金
活
用
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

町
営
事
業
の
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を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
昨
年
は
、
「
高
知
大
学
え
ん
む
す

び
隊
」
が
自
然
薯
の
栽
培
作
業
や

山
芋
ま
つ
り
等
に
、
延
べ
９１
人
に

参
加
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
農
学
部

の
学
生
で
組
織
す
る
「
あ
ん 

た

安
田
の
食

応
援
隊
」
が
、
町
の
学
生
地
域
活

動
支
援
事
業
を
活
用
し
て
、
食
に

焦
点
を
当
て
た
活
動
を
展
開
し
、

農
業
と
食
を
通
じ
、
地
域
住
民
と

交
流
を
行
っ
て
い
る
。

　
継
続
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
学
と
四
国
の

大
学
に
よ
る
協
働
研
修
事
業
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
も
「
せ
せ
ら
ぎ

の
郷
小
川
」
を
活
動
拠
点
と
し
て
、

８
月
に
地
域
学
習
が
行
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
高
知
工
科
大

学
と
の
連
携
に
よ
る
「
地
域
公
共

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
研
究

調
査
」
を
実
施
予
定
で
あ
り
、
町

の
生
活
交
通
の
現
状
把
握
と
課
題

を
抽
出
し
、
町
民
が
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
の
便
利
で
快
適
な
生

活
交
通
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

◆
新
庁
舎
建
設
◆

　
昨
年
度
に
５
回
の
検
討
委
員
会

を
開
催
し
、
新
庁
舎
建
設
の
基
本

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
、
防
災
教
育
、

防
災
学
習
の
徹
底
を
、
ま
た
、
痛

ま
し
い
事
件
の
多
発
や
交
通
事
情

に
配
慮
し
て
、
通
学
路
の
安
全
確

認
や
防
犯
、
安
全
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。
な
お
、
小
学
校
の

教
室
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
は
、

夏
休
み
期
間
中
に
対
応
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

◆
社
会
教
育
◆

　
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充

実
に
努
め
、
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　
安
田
ま
ち
な
み
交
流
館
「
和
」
で
、

石
田
英
吉
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た

企
画
展
「
維
新
回
天
編
」
を
７
月

２
日
ま
で
開
催
中
だ
が
、
こ
れ
ま

で
に
千
人
を
超
え
る
来
館
者
が

あ
っ
て
い
る
。
７
月
末
に
は
第
２

弾
と
し
て
「
明
治
国
家
建
設
編
」

を
開
催
予
定
で
あ
り
、
今
後
も
、

郷
土
の
先
人
を
顕
彰
す
る
企
画
展

等
を
通
じ
、
町
の
文
化
振
興
は
も

と
よ
り
、
交
流
人
口
拡
大
に
よ
る

地
域
活
性
化
も
視
野
に
入
れ
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
地
域
の
教
育
力
再
生
・
向
上
の

推
進
で
は
、
学
習
機
会
や
情
報
提

供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
護
者

間
の
交
流
や
子
育
て
相
談
機
能
の

　
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

町
民
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

町
民

５００
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
７
割
を
超
え
る
方
か
ら

貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

「
安
心
、
安
全
で
活
気
の
あ
る
協
働

の
ま
ち
　
や
す
だ
」
の
実
現
に
向

け
、
町
づ
く
り
の
新
た
な
拠
点
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
「
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
庁
舎
」
な
ど
、
３
つ
の
基
本
理

念
を
定
め
て
い
る
。

　
今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
建
設

予
定
地
の
地
質
調
査
を
行
い
、
基

本
計
画
を
基
に
仕
様
書
を
作
成
し
、

企
画
提
案
方
式
に
よ
る
設
計
施
工

業
者
の
選
定
を
、
本
年
度
中
に
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
の
町
民
の
意
向

と
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
安

田
郵
便
局
、
土
佐
あ
き
農
協
安
田

支
所
の
新
庁
舎
へ
の
移
転
に
向
け
、

条
件
協
議
等
を
並
行
し
て
進
め
て

い
る
。

　
国
・
県
の
第
２
期
「
教
育
振
興

基
本
計
画
」
に
よ
る
事
業
推
進
に

基
づ
き
、
変
化
の
激
し
い
時
代
を

心
豊
か
に
生
き
抜
い
て
い
け
る
子

ど
も
を
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
教

育
の
確
立
を
目
指
し
、
学
校
教
育

で
は
「
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
」

社
会
教
育
で
は
「
自
ら
進
ん
で
学

ぶ
生
涯
教
育
等
」
の
推
進
を
図
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
時
流
に
対
応
し
た
教
育

行
政
の
推
進
、
い
じ
め
問
題
発
生

な
ど
、
教
育
課
題
へ
の
迅
速
か
つ

適
切
な
措
置
を
講
じ
る
た
め
、
適

宜
教
育
委
員
会
を
開
催
し
な
が
ら
、

そ
の
対
応
に
努
め
て
い
る
。

◆
学
校
教
育
◆

　
本
年
度
の
重
点
的
な
行
動
計
画

等
の
推
進
状
況
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
現
在
進
行
中
で
あ
る
が
、
学

校
教
育
で
は
例
年
同
様
、
４
月
に

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
集
計
の
結
果
は
８

月
下
旬
と
な
る
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
を
活
用
し
、
継
続
し
て
外
部

講
師
を
招
き
な
が
ら
、
指
導
方
法

の
改
善
に
組
織
的
に
取
り
組
み
、

授
業
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

複
数
教
員
に
よ
る
き
め
細
や
か
な

指
導
と
学
習
習
慣
の
定
着
を
進
め

る
。

　
園
・
小
中
連
携
教
育
の
推
進
で

は
「
乗
り
入
れ
」
授
業
等
に
よ
り
、

連
携
・
協
力
を
強
化
す
る
と
と
も

に
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
解
消
や

学
習
上
の
共
通
課
題
へ
の
対
応
な

ど
、
小
・
中
学
校
の
一
層
の
連
携

を
図
り
、
９
年
間
の
教
育
課
程
を

見
通
し
た
教
育
活
動
を
推
進
し
て

い
く
。

　
ま
た
「
道
徳
」
の
教
科
化
に
対

応
し
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

園
小
中
連
携
し
た
道
徳
教
育
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
昨
年
度
、
２
カ
年
に
よ
る
道

徳
科
研
究
指
定
校
事
業
が
実
施
さ

れ
、
安
田
中
学
校
が
指
定
を
受
け

て
お
り
、
本
年
１１
月
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
実
践
研
究
の
成
果
の
発
表

会
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
特
別
支
援
教
育
で
は
、
学
習
障

が
い
、
自
閉
症
な
ど
、
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
教
育

的
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
小
中

学
校
そ
れ
ぞ
れ
に
特
別
支
援
教
育

支
援
員
を
配
置
し
、
そ
の
推
進
と

充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　
い
じ
め
・
虐
待
か
ら
命
を
守
る

取
り
組
み
で
は
、
子
ど
も
の
サ
イ

ン
を
見
逃
さ
ず
、
最
悪
の
事
態
を

想
定
し
た
迅
速
な
対
応
な
ど
、
予

防
的
指
導
と
教
職
員
全
員
に
よ
る

取
り
組
み
の
徹
底
や
児
童
生
徒
の

集
団
づ
く
り
な
ど
、
不
登
校
の
未

然
防
止
対
策
の
充
実
に
も
努
め
て

い
る
。

　
教
育
環
境
の
充
実
で
は
、
南
海

教
育
行
政
の
状
況
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充
実
に
よ
る
家
庭
教
育
の
支
援
、

地
域
教
育
推
進
協
議
会
を
中
心
と

し
た
地
域
ぐ
る
み
の
施
策
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
養
成
・
確
保
に
努
め
、
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
事
業
や
学
校
支

援
地
域
本
部
事
業
の
充
実
・
強
化

に
も
努
め
て
い
る
。

◆
町
農
業
委
員
会
委
員
の
過
半
数

を
認
定
農
業
者
等
又
は
認
定
農

業
者
等
に
準
ず
る
者
と
す
る
こ
と

の
同
意
◆

　
７
月
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
農

業
委
員
の
公
募
を
行
っ
た
結
果
、

地
域
か
ら
委
員
定
数
の
推
薦
が

あ
っ
た
が
、
任
命
要
件
と
な
る
認

定
農
業
者
が
過
半
数
に
達
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
法
律
の
特
例
規

定
を
適
用
し
、
認
定
農
業
者
等
に

準
ず
る
者
を
含
め
過
半
数
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を

求
め
る
も
の
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
同
意
）

て
、
追
加
の
措
置
を
講
じ
る
も
の
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、

○
安
田
ま
ち
な
み
交
流
館
「
和
」
、

認
定
こ
ど
も
園
の
維
持
管
理
費

及
び
安
田
中
学
校
の
道
徳
科
研

究
指
定
校
指
定
に
伴
う
物
件
費

等
の
追
加
　

１
２
９
万
５
千
円

○
安
田
川
分
水
対
策
補
償
金
の
基

金
へ
の
積
立
金
追
加

　
　
　
　
　
６
７
０
０
万
５
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　28
億
8
8
6
0
万
円

◎
後
期
高
齢
会
計
（
第
1
号
）

　
国
の
保
険
料
軽
減
判
定
シ
ス
テ

◆
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同

意
◆

　
現
農
業
委
員
の
任
期
が
７
月
１９

日
で
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地

域
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
１０
人
の
任

命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
も
の
。

中
野
　
智
里
氏
（
５７
歳
）
東
島

中
野
　
吉
健
氏
（
３６
歳
）
東
島

鶴
田
亀
代
志
氏
（
５３
歳
）
西
島

窪
田
　
　
廊
氏
（
５８
歳
）
唐
浜

西
山
　
雅
人
氏
（
４７
歳
）
東
島

中
島
　
瑞
夫
氏
（
５７
歳
）
東
島

齊
藤
　
仁
信
氏
（
６４
歳
）
東
島

濱
渦
　
輝
子
氏
（
６６
歳
）
正
弘

小
松
　
悦
子
氏
（
６１
歳
）
正
弘

上
総
　
　
博
氏
（
６５
歳
）
中
里

審
議
結
果…

10

件
と
も
全
員
賛
成

（
同
意
）

◆
安
田
町
消
防
団
東
島
分
団
及
び

中
山
分
団
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積

載
車
の
購
入
（
契
約
）
◆

　
安
田
町
消
防
団
東
島
分
団
及
び

中
山
分
団
に
配
備
し
て
い
る
消
防

積
載
車
が
、
購
入
後
２０
年
を
経
過

し
、
経
年
劣
化
に
よ
る
機
能
低
下

が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
更
新

を
行
う
も
の
。

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
株
式

会
社
ク
ロ
イ
ワ
と
２
４
３
０
万
円

で
契
約
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
平
成
29

年
度
町
一
般
会
計
及
び

後
期
高
齢
特
別
会
計
補
正
予
算

◆
◎
一
般
会
計
（
第
2
号
）

　
当
面
、
そ
の
執
行
に
緊
急
を
要

す
る
必
要
が
生
じ
た
事
項
に
つ
い

議

会

同

意

内

容

人

　

　事

内

容

内

容
契
約
締
結
・
変
更

内

容 補

正

予

算

地域活性化の核施設となる「和」

一昨年に更新された安田分団積載車
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こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
町
政
を

引
き
継
ぐ
者
と
し
て
、
前
町
政
の

意
向
を
踏
ま
え
、
地
域
に
対
し
て

不
利
益
を
講
ず
る
措
置
は
で
き
な

い
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
本
件
つ
い
て
は
、
現
在
、

住
民
訴
訟
の
出
訴
期
間
中
で
も
あ

り
、
こ
れ
以
上
の
答
弁
は
差
し
控

え
る
。

黒
岩
町
長

　
法
を
守
ら
ず
と
言
わ
れ
る
が
、

勧
告
に
法
的
拘
束
力
は
な
い
と
い

う
こ
と
は
議
員
も
認
識
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
違
法
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
の
は
、
我
々
で
な
く

司
法
で
あ
る
。

　
ま
た
、
議
員
は
、
本
件
の
内
情

を
十
分
把
握
し
た
う
え
で
質
問
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
当
地
域
の

住
民
の
方
々
に
ど
れ
だ
け
の
苦
労

と
事
業
に
懸
け
る
思
い
が
あ
っ
た

の
か
。
こ
の
命
の
水
の
確
保
に
ど

れ
だ
け
の
歳
月
を
費
や
し
た
の
か
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
尽
力
さ
れ
て
き

た
土
地
改
良
区
の
歴
代
の
理
事
長

を
は
じ
め
、
役
員
の
方
々
の
苦
労

が
並
大
抵
で
な
か
っ
た
こ
と
を
承

知
い
た
だ
き
た
い
し
、
地
域
と
行

政
が
常
に
連
携
を
持
っ
て
、
隧
道

と
い
う
一
大
事
業
を
や
り
遂
げ
た

こ
と
で
、
命
の
水
が
つ
な
が
り
、

竹
内
（
隆
）
議
員

　住
民
監
査
請
求
に
係
る
安
田
第

一
土
地
改
良
区
へ
の
助
成
金
返
還

請
求
勧
告
に
対
し
、
先
の
議
員
協

議
会
で
の
説
明
、
ま
た
、
新
聞
報

道
で
は
「
地
区
住
民
の
こ
と
を
考

え
判
断
し
た
」
と
し
て
、
勧
告
に

は
従
わ
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
い

か
に
勧
告
に
法
的
拘
束
力
は
な
い

と
は
言
え
、
貴
重
な
町
財
政
を
預

か
る
者
と
し
て
、
ま
た
、
法
遵
守

を
最
優
先
と
す
る
立
場
と
し
て
、

そ
の
姿
勢
が
許
さ
れ
る
の
か
。
特

に
、
今
回
の
よ
う
な
形
で
解
決
を

図
れ
ば
、
将
来
的
に
同
様
の
問
題

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
が
ど
う
か
。

南
副
町
長

　
本
件
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

議
員
協
議
会
で
も
説
明
し
た
が
、

今
一
度
、
要
点
を
述
べ
る
。

　
本
件
助
成
金
は
、
唐
浜
地
域
の

農
業
の
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
中

で
、
地
域
の
１００

年
の
計
と
し
て
、

土
地
改
良
区
が
実
施
し
た
安
田
川

か
ら
の
隧
道
工
事
等
に
係
る
事
業

費
に
対
し
、
地
元
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
支
援
を
行
っ
た
も
の

で
、
事
業
自
体
は
平
成
２３
年
度
に

完
了
し
、
助
成
金
も
事
業
目
的
に

沿
っ
て
、
適
正
に
使
用
さ
れ
て
い

る
。

　
助
成
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
監
査
報
告
書
に
あ
る
よ
う
に
、

町
と
改
良
区
の
共
通
認
識
の
う
え

で
行
わ
れ
て
お
り
、
会
計
上
、
不

適
切
な
処
理
で
は
あ
る
が
、
違
法
、

不
当
と
ま
で
は
言
え
ず
、
助
成
金

の
運
用
方
法
自
体
が
否
定
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
の
見
解
で
あ
る

こ
と
は
確
認
済
み
の
こ
と
と
思
う
。

竹内隆一議員

Q

A

こ
こ
が
知
り
た
い

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

住
民
監
査
請
求
へ
の
対
応
に
つ
い
て

執
行
内
容
は
適
正
で
あ
り
、
地
域
に
不
利
益
な
措
置
は
で
き
な
い

ＱＡＱＡ

ム
の
誤
り
に
よ
る
保
険
料
還
付
金

の
追
加
　
　
　
　
　
　
　
１０
万
円

補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
　
　
　5
3
8
0
万
円

審
議
結
果

…

2
件
と
も
全
員
賛
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
可
決
）

◆
平
成
28
年
度
町
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
◆

　
平
成
２９
年
度
に
繰
り
越
し
て
執

行
す
る
事
業
と
繰
越
額
の
報
告
。

平
成
２９
年
度
へ
の
繰
越
金
額

１
億
５
９
６
１
万
５
千
円

〔
内
訳
〕

○
地
域
の
交
通
維
持
支
援
事
業

　
　
　
　
　
７
０
０
万
４
千
円

○
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業

　
　
　
　
　
　
２２
万
１
千
円

○
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業

　
　
　
　
　
１
４
７
０
万
５
千
円

○
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
等
施
設

整
備
交
付
金
防
犯
カ
メ
ラ
等
設

置
事
業
　
　
　
　
３２
万
７
千
円

○
東
島
（
北
岡
）
地
区
用
水
路
改

修
工
事
　

　

　

１
２
０
０
万
円

○
唐
浜
地
区
用
排
水
路
改
修
工
事

外
　
　
　
　
　
２
８
０
０
万
円

○
森
林
管
理
道
中
芸
北
上
線
開
設
事

業
負
担
金
　

４
３
６
万
９
千
円

○
県
営
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

負
担
金
　

　

１
６
１
万
８
千
円

○
橋
梁
点
検
業
務
外

　
　
　
　
　
１
３
３
８
万
７
千
円

○
町
道
安
田
唐
浜
線
外
維
持
補
修

工
事
　

　

１
８
１
６
万
３
千
円

○
町
道
井
ノ
岡
線
外
道
路
改
良
工

事
　

　

　

５
１
４
５
万
９
千
円

○
県
営
地
方
特
定
道
路
整
備
事
業

負
担
金
　

　

３
３
６
万
２
千
円

○
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

内

容 報

　

　告

繰
越
明
許
費
と
は

　
歳
出
予
算
の
経
費
の
う
ち
、

予
算
編
成
後
の
事
由
等
に
よ
り

当
該
年
度
内
に
支
出
を
終
わ
ら

な
い
見
込
み
が
あ
る
も
の
に
つ

い
て
、
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
翌
年
度
に
限
り
、
繰
り

越
し
て
使
用
で
き
る
経
費
。
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地
域
の
田
畑
が
潤
っ
て
い
る
状
況

も
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

竹
内
（
隆
）
議
員

　過
日
の
議
員
協
議
会
で
、
新
庁

舎
建
設
の
検
討
状
況
説
明
を
受
け

た
が
、
そ
の
中
で
庁
舎
の
複
合
式

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
多
く
の
疑
問

を
感
じ
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

方
と
し
て
、
検
討
委
員
会
で
広
く

意
見
を
求
め
、
十
分
に
審
議
を
尽

く
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
一
般
の

住
民
の
方
や
い
ろ
い
ろ
な
役
職
の

方
に
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
そ
う
し
た
経
過
の
中
で
、
機
会

ご
と
に
議
会
へ
の
報
告
や
町
広
報

で
の
住
民
周
知
を
図
っ
て
き
て
お

り
、
今
後
予
定
し
て
い
る
住
民
懇

話
会
で
の
説
明
も
考
え
て
い
る
し
、

月
２
回
の
町
長
室
開
放
日
も
設
け

て
い
る
の
で
、
来
庁
い
た
だ
け
れ

ば
、
そ
の
時
点
で
答
え
ら
れ
る
範

囲
で
の
説
明
は
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
あ
た
か
も
図
面
も
で
き

て
い
る
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
た

が
、
憶
測
で
発
言
を
さ
れ
た
ら
困

る
。
ま
だ
、
そ
の
よ
う
な
段
階
に

も
な
い
し
、
設
計
業
者
も
決
ま
っ

て
い
な
い
。
た
だ
、
進
め
方
と
し
て
、

ど
う
い
う
形
が
理
想
的
で
あ
る
か

を
検
討
し
た
結
果
が
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
あ
り
、
議
員
協
議
会

で
も
そ
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

　
現
在
は
、
そ
う
い
う
状
況
で
あ

り
、
今
後
も
進
捗
の
段
階
に
応
じ

て
、
そ
れ
に
対
応
し
た
進
め
方
を

し
て
い
く
。

ま
た
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
意

見
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
庁
舎
建

設
費
用
に
つ
い
て
、
庁
舎
に
入
居

す
る
他
機
関
に
も
負
担
を
求
め
る

の
か
ど
う
か
。

　特
に
私
が
懸
念
す
る
の
は
、
農

協
や
郵
便
局
の
移
転
で
、
県
道
沿

い
の
商
店
街
に
人
通

り
が
減
り
、
街
が
死

ん
で
し
ま
う
と
い
う

こ
と
や
、
新
庁
舎
に

何
ら
か
の
災
害
や
事

件
が
起
き
た
場
合
、

す
べ
て
が
一
度
に
機

能
停
止
に
陥
り
、
人

的
被
害
も
甚
大
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
等
で

あ
り
、
過
疎
で
狭
隘

な
地
理
的
条
件
の
安

田
町
に
は
不
向
き
で

は
な
い
か
。

　ま
た
、
現
在
の
経

過
の
過
程
で
は
、
建

設
候
補
地
の
提
案
や

建
設
規
模
等
の
試
算

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
試
算

は
ど
の
よ
う
に
出
さ
れ
た
も
の
か
。

巷
の
噂
で
は
、
結
局
こ
の
時
点
で
、

完
全
な
図
面
も
で
き
て
お
り
、
検

討
委
員
会
は
形
だ
け
と
も
言
わ
れ

て
い
る
が
ど
う
か
。
特
に
、
設
計

に
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
い
う

こ
と
も
言
わ
れ
て
い
た
が
、
実
際

ど
の
よ
う
な
進
め
方
を
さ
れ
る
の

か
。

中
川
地
域
創
生
課
長

　
新
庁
舎
建
設
に
係
る
検
討
状
況

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
住
民
組

織
の
代
表
者
や
学
識
経
験
者
、
公

募
委
員
を
は
じ
め
議
会
議
員
か
ら

も
参
画
い
た
だ
き
、
検
討
委
員
会

で
の
慎
重
な
審
議
を
経
て
、
基
本

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
計
画
策
定
に
あ
た
り
実

施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

７
割
以
上
の
方
か
ら
貴
重
な
意
見

を
い
た
だ
き
、
新
庁
舎
に
併
せ
備

え
た
い
施
設
は
何
か
と
の
質
問
で

は
、
災
害
時
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
と

と
も
に
、
多
数
の
方
が
農
協
や
郵

便
局
等
の
機
関
を
選
択
さ
れ
て
い

る
。

　
基
本
計
画
は
、
こ
う
し
た
住
民

の
意
見
を
基
に
基
本
理
念
を
定
め

た
中
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層

の
向
上
を
目
指
し
、
行
政
手
続
き

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
や
、
役
場
に

行
け
ば
多
く
の
用
事
が
一
カ
所
で

済
ま
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
、
質
の

高
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目

指
し
て
い
る
。

　
な
お
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、

県
庁
や
他
の
自
治
体
の
実
例
を
参

考
に
、
建
設
時
に
求
め
る
の
で
は

な
く
、
登
録
簿
価
や
使
用
面
積
割

合
な
ど
を
勘
案
し
、
月
額
使
用
料

で
の
負
担
を
計
画
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
県
道
沿
い
を
含
め
た
商

店
街
の
振
興
対
策
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
全
体
の
課
題
と
し
て
、
庁
舎

建
設
と
は
別
観
点
か
ら
調
査
・
検

討
を
進
め
て
い
く
。

　
新
庁
舎
は
、
災
害
時
の
復
興
拠

点
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
住
民
の

憩
い
の
場
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
整
備
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

住
民
負
担
を
可
能
な
限
り
小
さ
く

し
つ
つ
、
大
き
な
財
産
と
す
べ
き

と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
情
報
発

信
に
努
め
つ
つ
、
多
く
の
意
見
を

賜
り
な
が
ら
、
よ
り
良
い
庁
舎
と

し
て
い
き
た
い
。

黒
岩
町
長

　
新
庁
舎
建
設
及
び
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
の
推
進
は
、
私
の
一
番
の
選

挙
公
約
と
し
て
お
り
、
そ
の
進
め

新
庁
舎
建
設
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

基
本
計
画
策
定
の
段
階

ＱＡＱＡ

ワンストップ化への期待が高い役場窓口
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濵
口
議
員

　以
前
、
国
道
沿
い
に
ソ
ー
ラ
ー

式
避
難
誘
導
灯
を
設
置
し
て
ほ
し

い
と
の
住
民
要
望
を
伝
え
た
が
、

ま
だ
設
置
は
さ
れ
て
い
な
い
。
全

体
的
な
こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、

設
置
の
予
定
は
あ
る
の
か
。
併
せ

て
、
現
在
ま
で
の
整
備
状
況
及
び

今
後
の
整
備
計
画
は
ど
う
か
。

　ま
た
、
町
職
員
に
対
し
、
住
民

か
ら
何
か
の
要
望
等
が
あ
っ
た
場

合
、
公
文
書
な
り
、
記
録
を
残
す

こ
と
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　現
在
、
町
に
は
３
基
の
津
波
避

難
タ
ワ
ー
が
整
備
さ
れ
、
平
成
26

年
に
は
「
町
津
波
避
難
計
画
」
が

全
世
帯
に
配
布
さ
れ
た
が
、
こ
の

計
画
書
に
は
安
田
町
で
は
沿
岸
部

を
中
心
に
震
度
７
か
ら
震
度
６
強

の
想
定
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　当
然
、
津
波
対
策
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
が
、
近
年
の
大
規
模
地

震
を
見
て
も
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
老

朽
家
屋
倒
壊
に
よ
る
被
害
が
甚
大

で
あ
り
、
住
宅
密
集
地
域
の
住
民

か
ら
は
避
難
誘
導
灯
の
設
置
要
望

が
強
く
あ
る
。

　町
民
の
生
命
を
守
る
町
政
を
考

え
た
場
合
、
町
内
全
体
に
わ
た
っ

た
地
震
対
策
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

西
岡
総
務
課
長

　
巨
大
地
震
を
は
じ
め
、
自
然
災

害
か
ら
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
対
策
と
し
て
は
、
施
設
整
備
を

主
体
と
し
た
ハ
ー
ド
事
業
と
防
災

訓
練
な
ど
、
自
主
防
災
組
織
の
育

ソ
ー
ラ
ー
式
避
難
誘
導
灯
の
計
画
設
置
に
つ
い
て

地
域
課
題
を
検
証
し
な
が
ら
整
備
を
図
っ
て
い
く

ＱＡＱＡ

濵
口
議
員

　過
日
、
馬
路
村
の
耐
震
改
修
に

つ
い
て
「
さ
ら
に
耐
震
工
事
を
加

速
さ
せ
る
た
め
、
村
単
独
の
補
助

金
上
乗
せ
額
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。
中
芸
地
区
に
設
計
業
者
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、
事
業
者
育
成

を
県
に
要
望
し
た
」
と
の
新
聞
報

道
が
あ
っ
た
が
、
耐
震
改
修
等
で

本
町
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
か
。

　ま
た
、
町
内
に
は
多
く
の
公
営

住
宅
が
あ
る
が
、
公
営
住
宅
の
耐

用
年
数
や
耐
震
改
修
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

西
岡
総
務
課
長

　
個
人
住
宅
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

平
成
１６
年
度
か
ら
助
成
事
業
を
開

始
し
、
現
在
、
耐
震
診
断
８６

件
、

耐
震
設
計
２０
件
、
耐
震
改
修
１８
件

災
の
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
地
震

の
発
生
も
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、

平
成
２２
年
度
策
定
の
町
公
営
住
宅

等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
施

設
の
延
命
化
に
向
け
た
維
持
保
全

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
併
せ
て
、

今
後
の
住
宅
全
体
の
整
備
計
画
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

の
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
耐
震
改
修
を
加
速
化
す

る
た
め
、
平
成
２４
年
度
か
ら
町
独

自
の
上
乗
せ
補
助
も
行
っ
て
お
り
、

町
内
の
建
築
士
２
人
が
登
録
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
建
築
士
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
住
民

へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

竹
内
経
済
建
設
課
長

　
公
営
住
宅
は
、
現
在
２６
棟
、
１２５

戸
の
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
施
設

の
耐
用
年
数
は
公
営
住
宅
法
施
行

令
で
定
め
ら
れ
、
建
設
年
度
の
一

番
古
い
住
宅
で
平
成
３５
年
が
耐
用

年
数
到
達
と
な
り
、
現
時
点
で
耐

用
年
数
を
経
過
し
て
い
る
住
宅
は

な
い
。

　
住
宅
の
耐
震
面
に
つ
い
て
は
、

昭
和
５６
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
時

に
整
備
さ
れ
た
住
宅
が
４
棟
あ
る

が
、
県
か
ら
示
さ
れ
た
予
備
診
断

基
準
を
基
に
判
定
し
た
結
果
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
あ
り
、

耐
震
性
能
を
有
し
て
い
る
と
判
断

し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
東
日
本
大
震

住
宅
の
耐
震
改
修
に
つ
い
て

一
層
の
周
知
、
整
備
に
努
め
て
い
く

ＱＡＱＡ

濵口智惠男議員

計画的な維持管理が検討される公営住宅（写真は上代団地）
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意

　見

　書

成
を
目
的
と
し
た
ソ
フ
ト
事
業
の

両
面
か
ら
進
め
て
い
る
。

　
避
難
誘
導
灯
に
つ
い
て
は
、
災

害
時
の
夜
間
避
難
対
策
と
し
て
平

成
２０
年
度
か
ら
、
避
難
施
設
や
避

難
経
路
へ
の
設
置
を
計
画
し
、
現

在
ま
で
５９
基
を
整
備
し
て
い
る
。

　
地
区
別
の
設
置
状
況
と
し
て
は
、

唐
浜
地
区
１３
基
、
薬
師
１２
基
、
町

５
基
、
不
動
５
基
、
東
島
６
基
、

西
島
３
基
、
中
山
１５
基
と
な
っ
て

お
り
、
緊
急
防
災
減
災
事
業
を
活

用
し
、
事
業
期
間
で
あ
る
平
成
２８

年
度
ま
で
を
整
備
期
間
と
し
て
、

避
難
施
設
や
避
難
経
路
へ
の
設
置

を
優
先
的
に
進
め
て
き
た
が
、
同

事
業
が
４
年
間
延
長
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
地
域
の
課
題
を
今
一
度
検

証
し
、
住
民
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
さ
ら
に
整
備
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
住
民
要
望
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
「
要
望
カ
ー
ド
」
と
い

う
形
で
整
理
、
記
録
し
て
お
り
、

質
問
の
指
摘
箇
所
に
つ
い
て
は
本

年
度
に
整
備
計
画
を
立
て
て
い
る
。

黒
岩
町
長

　
質
問
で
の
指
摘
事
項
は
十
分
理

解
し
て
お
り
、
行
政
姿
勢
と
し
て

も
住
民
目
線
に
立
っ
た
考
え
と
い

う
こ
と
を
基
本
に
し
て
い
る
の
で
、

議
員
各
位
か
ら
も
そ
う
し
た
目
線

で
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い

つ
で
も
言
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

共
に
協
力
し
な
が
ら
行
政
運
営
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

避難路に設置されたソーラー式避難誘導灯

止
す
べ
き
も
の
で
す
。

　
非
課
税
世
帯
の
高
校
生
に
支
給

さ
れ
る
「
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
」

に
つ
い
て
は
２
年
続
け
て
増
額
さ

れ
、
第
１
子
の
給
付
（
年
額
）
は
、

国
公
立
が
５
万
９
５
０
０
円
か
ら
７

万
５
８
０
０
円
に
、
私
立
が
６
万
７

２
０
０
円
か
ら
８
万
４
０
０
０
円
に

な
り
、
一
定
の
改
善
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
第
２

子
以
降
と
の
間
に
は
大
き
な
差
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
給
付
金

の
財
源
が
年
収
９１０
万
円
以
上
程
度

の
世
帯
の
高
校
生
か
ら
徴
収
し
た

授
業
料
で
あ
り
、
「
権
利
」
と
し
て

の
教
育
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地

方
自
治
体
に
よ
る
ば
ら
つ
き
も
大

き
く
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
改
善

を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
た
め
、

世
界
に
も
例
の
な
い
「
高
校
授
業

料
へ
の
所
得
制
限
」
は
直
ち
に
中

止
し
、
教
育
予
算
を
増
や
し
た
上

で
、「
高
校
無
償
化
」
を
復
活
し
「
高

校
生
等
奨
学
給
付
金
」
を
拡
充
し

て
給
付
制
奨
学
金
制
度
を
確
立
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
安
田
町
議
会
は
、
国

会
及
び
政
府
に
対
し
、
次
の
事
項

を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
請
し
ま

す
。

１
．
国
は
教
育
予
算
を
増
や
し
て
、

「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
」

へ
の
所
得
制
限
を
や
め
て
「
高

校
無
償
化
」
を
復
活
す
る
こ
と

２
．
国
は
教
育
予
算
を
増
や
し
て
、

「
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
」
を

拡
充
し
て
、
高
校
生
に
対
す
る

給
付
制
奨
学
金
制
度
を
確
立
す

る
こ
と

◆「
給
食
費
の
無
償
化
」
を
求
め
る

意
見
書
◆

　
貧
困
と
格
差
が
広
が
る
中
、
就

学
援
助
制
度
の
切
り
下
げ
や
消
費

税
の
増
税
な
ど
が
追
い
打
ち
を
か

け
て
い
ま
す
。
消
費
税
増
税
の
影

響
で
給
食
の
質
の
低
下
を
招
か
な

い
た
め
に
値
上
げ
を
実
施
し
た
自

治
体
が
出
て
お
り
、
さ
ら
に
未
納

の
家
庭
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
給
食
費

へ
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
行
う

自
治
体
も
増
え
て
い
ま
す
。
全
日

本
教
職
員
組
合
の
行
っ
た
各
自
治

体
の
給
食
費
に
関
わ
る
補
助
制
度

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

か
ら
も
、
全
額
ま
た
は
半
額
以
上

の
補
助
を
す
る
自
治
体
は
、
５
年

◆
国
の
教
育
予
算
を
増
や
し
て
「
高

校
無
償
化
」
を
復
活
し
、
給
付
制

奨
学
金
制
度
の
確
立
を
求
め
る
意

見
書
◆

　
「
高
校
無
償
化
」
に
所
得
制
限
を

加
え
た
「
高
等
学
校
等
就
学
支
援

金
制
度
」
が
３
年
経
過
し
、
付
帯

決
議
に
基
づ
い
た
「
３
年
後
の
見

直
し
」
が
行
わ
れ
る
た
め
、
「
高
校

無
償
化
」
復
活
を
求
め
る
取
り
組

み
が
と
り
わ
け
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
日
本
政
府
は
国
連

社
会
権
規
約
委
員
会
か
ら
「
最
終

見
解
」
（
２
０
１
３
年
）
に
対
し
て

２
０
１
８
年
５
月
ま
で
に
報
告
す

る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
は
「
漸
進
的
に
完
全
な
無
償

の
中
等
教
育
を
提
供
す
る
た
め
」

「
高
校
無
償
化
」
に
入
学
金
・
教
科

書
代
を
含
め
る
よ
う
勧
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
公

立
も
私
立
も
高
校
段
階
に
お
け
る

教
育
の
無
償
化
を
目
指
す
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

　
高
校
授
業
料
に
所
得
制
限
を
設

け
る
こ
と
は
、
教
育
を
受
け
る
権

利
を
変
質
さ
せ
、
高
校
生
に
分
断

を
持
ち
込
む
も
の
で
あ
り
即
時
廃
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補

正

予

算

内

容

前
に
比
べ
て
４
倍
以
上
に
増
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
自
治
体
間
格

差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
食
を
め
ぐ
る

状
況
は
、
成
長
・
発
達
の
重
要
な

時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
栄
養
素

摂
取
の
偏
り
、
朝
食
の
欠
食
、
肥

満
や
痩
せ
の
増
加
な
ど
、
問
題
は

多
様
化
、
深
刻
化
し
て
き
て
い
ま

す
。

　
地
域
を
理
解
す
る
こ
と
や
食
文

化
の
継
承
、
自
然
の
恵
み
な
ど
を

理
解
す
る
う
え
で
、
食
は
重
要
な

教
材
で
す
。
学
校
給
食
は
、
食
教

育
の
「
生
き
た
教
材
・
食
の
教
科
書
」

と
し
て
、
学
校
教
育
法
で
も
教
育

活
動
の
一
環
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
公
教
育
の
機
会
均
等
の
立
場
か

ら
も
、
居
住
す
る
地
域
に
よ
っ
て

教
育
費
負
担
に
著
し
い
格
差
を
生

じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
全
て
の
小

中
学
校
で
学
校
給
食
を
実
施
し
、

給
食
費
を
無
料
に
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
食
生
活

の
確
立
の
た
め
に
食
育
が
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
た
ち
自
身
が
食
べ
る
喜
び

と
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
発
達
を
保
障

す
る
た
め
に
も
、
国
の
責
任
に
よ

◆
平
成
29
年
度
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）
◆

　
基
幹
産
業
で
あ
る
、
農
業
振
興

を
目
的
と
し
た
国
の
補
助
事
業
に

対
応
し
て
、
事
業
費
の
追
加
措
置

を
行
う
も
の
。

○
施
設
園
芸
の
環
境
制
御
技
術
等

普
及
に
向
け
た
、
施
設
整
備
助

成
金
の
追
加
　

２
０
４
０
万
円

補
正
後
の
予
算
総
額29

億
9
0
0
万
円

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

る
給
食
費
の
無
償
化
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
安
田
町
議
会
は
、
国

会
及
び
政
府
に
対
し
、
次
の
事
項

を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
請
し
ま

す
。

　国
の
責
任
で
、
給
食
費
の
無
償

化
を
お
こ
な
う
こ
と

◆
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
復

活
を
求
め
る
意
見
書
◆

　
米
価
が
生
産
費
を
大
き
く
下
回

る
水
準
に
下
落
し
、
多
く
の
稲
作

農
家
が
「
こ
れ
で
は
作
り
続
け
ら

れ
な
い
」
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
「
安
い
コ
メ
」

の
定
着
に
よ
っ
て
、
生
産
者
だ
け

で
な
く
コ
メ
の
流
通
業
者
の
経
営

も
立
ち
行
か
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
政
府
は
、
農

地
を
集
積
し
、
大
規
模
・
効
率
化

を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
低
米
価
で
は
規
模
拡
大
し
た
集

落
営
農
や
法
人
ほ
ど
赤
字
が
拡
大

し
、
経
営
危
機
に
陥
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　
平
成
２２
年
に
始
ま
っ
た
「
農
業

者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」
は
、
米

の
生
産
数
量
目
標
を
達
成
し
た
販

売
農
家
に
対
し
て
、
生
産
に
要
す

る
費
用
（
全
国
平
均
）
と
販
売
価

格
（
全
国
平
均
）
と
の
差
額
を
基

本
に
交
付
す
る
「
直
接
支
払
（
１０

ａ
あ
た
り
１
５
０
０
０
円
）
」
が
行

わ
れ
、
多
く
の
稲
作
農
家
の
再
生

産
と
農
村
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
２５
年
か
ら
は
「
経
営
所
得

安
定
対
策
」
に
切
り
替
わ
り
、
米

に
つ
い
て
は
２６
年
産
米
か
ら
１０
ａ

あ
た
り
７
５
０
０
円
の
交
付
金
へ

と
引
き
下
げ
ら
れ
、
稲
作
農
家
の

離
農
が
加
速
し
、
地
域
が
い
っ
そ

う
疲
弊
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

こ
の
制
度
も
平
成
３０
年
産
米
か
ら

廃
止
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
は
、
稲
作
経
営
が
成
り

立
た
な
い
ば
か
り
か
、
水
田
の
も

つ
多
面
的
機
能
も
喪
失
し
、
地
域

経
済
を
ま
す
ま
す
困
難
に
し
て
し

ま
う
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
今
こ
そ
欧
米
で
は

当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
、
経
営

を
下
支
え
す
る
政
策
を
確
立
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ

う
し
た
観
点
か
ら
、
当
面
、
生
産

費
を
償
う
農
業
者
戸
別
所
得
補
償

制
度
を
復
活
さ
せ
て
、
国
民
の
食

糧
と
地
域
経
済
、
環
境
と
国
土
を

守
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　
平
成
２９
年
７
月
４
日
開
会
、
契

約
締
結
議
案
、
一
般
会
計
補
正
予

算
を
審
議
し
、
同
日
閉
会
し
た
。

◆
安
田
簡
易
水
道
施
設
整
備
工
事

（
契
約
）◆

　
７
カ
年
の
整
備
計
画
の
う
ち
、

本
年
度
事
業
分
を
実
施
す
る
も
の

で
、
薬
師
地
区
か
ら
西
北
地
区
ま

で
の
町
道
内
の
配
水
管
布
設
換
え

約
４.２
㎞
と
各
戸
へ
の
給
水
管
引
き

込
み
及
び
消
火
栓
を
設
置
す
る
も

の
。
な
お
、
配
水
管
に
つ
い
て
は
、

地
震
対
策
と
し
て
耐
久
性
・
耐
震

性
に
優
れ
た
高
性
能
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
管
を
布
設
す
る
。

　
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
有
限

会
社
南
燃
料
設
備
と
１
億
３
８
０

２
万
４
千
円
で
契
約
。

審
議
結
果…

全
員
賛
成
（
可
決
）

第
4
回
臨
時
会

契
約
締
結
・
変
更

内

容
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
調
査

日
時
　
平
成
２９
年
５
月
３０
日

調
査
事
項

①
平
成
２９
年
度
総
務
課
・
地
域
創
生
課
・
教

育
委
員
会
の
主
要
事
業
の
執
行
計
画
に
つ

い
て

②
そ
の
他

経
過

　
総
務
課
、
地
域
創
生
課
、
教
育
委
員
会
か

ら
資
料
に
基
づ
き
説
明
を
受
け
、
協
議
の

後
、
次
の
と
お
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
人
口
減
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
の
算
定
基

準
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
主
要
４
施
策
を

中
心
に
移
住
促
進
対
策
な
ど
町
独
自
事
業

の
施
策
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
を
行
う
こ

と
。

◎
新
た
な
町
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
庁
舎

建
設
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
対
策
な
ど
住
民

と
一
体
と
な
り
総
合
的
な
企
画
立
案
部
門

と
し
て
十
分
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

◎
学
校
教
育
に
お
け
る
保
・
幼
・
小
・
中
の

連
携
の
も
と
、
学
力
と
体
力
の
向
上
や
社

会
教
育
事
業
の
参
加
型
事
業
に
つ
い
て
十

分
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

日
時
　
平
成
２９
年
６
月
２
日

調
査
事
項

①
平
成
２９
年
度
経
済
建
設
課
・
町
民
生
活
課

の
主
要
事
業
の
執
行
計
画
に
つ
い
て

②
そ
の
他

経
過

　
経
済
建
設
課
、
町
民
生
活
課
か
ら
資
料
に

基
づ
き
説
明
を
受
け
、
協
議
の
後
、
次
の

と
お
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
町
有
地
の
売
却
の
推
進
、
老
朽
化
の
進
む

町
営
住
宅
の
建
て
替
え
や
修
繕
の
年
次
的

計
画
の
策
定
を
行
う
と
と
も
に
、
県
営
事

業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
現
地
視
察

も
含
め
、
説
明
機
会
を
設
け
る
こ
と
。

◎
補
助
金
の
実
績
調
書
の
作
成
、
婚
活
事
業

の
広
域
的
な
開
催
の
検
討
と
と
も
に
、
特

定
健
診
受
診
率
向
上
を
図
る
こ
と
。

　
総
務
教
育
・
産
業
厚
生
の
両
常
任
委
員
会
は
、
こ
の
ほ
ど
所
管
事
項
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
次
の
と
お
り
議
長
に
報
告
し
た
。

道
路
整
備
促
進
高
知
県
大
会

　
　
　
　（
高
知
市
）

　
　
　―

　5

　月

　―

6
日
＝
山
本
有
二
農
林
水
産
大
臣
を
迎

え
て
の
意
見
交
換
会（

安
芸
市
）

9
日
＝
議
会
広
報
編
集
委
員
会

22

日
＝
中
芸
地
区
商
工
会
通
常
総
会

　
　
　（
奈
半
利
町
）

23

日
＝
安
田
川
水
系
資
源
保
護
推
進
協

議
会

主
要
地
方
道
安
田
東
洋
・
魚
梁

瀬
公
園
線
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
総
会

25

日
＝
安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
定
期

総
会

　
　
　
　（
奈
半
利
町
）

30

日
＝
総
務
教
育
常
任
委
員
会

中
芸
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

（
中
芸
広
域
体
育
館
）

31

〜
6
月
1

日
＝
町
村
議
会
議
長
・
副

議
長
研
修
会

（
東
京
都
）

　
　
　―

　6

　月

　―

2
日
＝
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

5
日
＝
議
会
広
報
編
集
委
員
会

6
日
＝
議
員
協
議
会

9
日
＝
議
会
運
営
委
員
会

11

日
＝
町
内
環
境
美
化
行
動

　
　
　―

　3

　月

　―

12

日
＝
安
田
中
学
校
卒
業
式

22

日
＝
中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会

（
中
芸
広
域
体
育
館
）

23

日
＝
安
田
小
学
校
卒
業
式

25

日
＝
安
田
さ
く
ら
園
卒
園
式

28

日
＝
安
芸
広
域
市
町
村
圏
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会
定
例
会

（
奈
半
利
町
）

29

日
＝
ご
め
ん
・
な
は
り
線
活
性
化
協
議

会
総
会

　
　
　
　（
安
芸
市
）

　
　
　―

　4

　月

　―

5
日
＝
安
田
さ
く
ら
園
入
園
式

7
日
＝
安
田
中
学
校
入
学
式

安
田
小
学
校
入
学
式

18

日
＝
北
川
村
モ
ネ
の
庭
マ
ル
モ
ッ

タ
ン

　カ
フ
ェ
モ
ネ
の
家
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　（
北
川
村
）

24

日
＝
議
員
協
議
会

25

〜
26

日
＝
海
部
郡
・
安
芸
郡
議
長
連

合
会
中
央
要
望（

東
京
都
）

27

日
＝
議
会
運
営
委
員
会

28

日
＝
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
高

知
県
地
方
協
議
会
通
常
総
会

　
　（
高
知
市
）

議
会
の
う
ご
き
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町県民税 第 2 期分
国民健康保険税 第 2 期分
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8月31日納期日

和通信
なごみ

　夏本番の暑さとなり「和」の庭も早朝からセミの声で賑やかです。

　企画展・石田英吉展Ⅰ～維新回天編～も多くの方に、ご来館いただき、感

謝いたします。

　引き続き石田英吉展Ⅱ～明治国家建設編～「海援隊士から高知県知事に

なった男」も第一弾と同様、好評開催中です。

　ぜひ、ご来館ください。

安田まちなみ交流館・和
開 館 時 間／午前9：00～午後5：00
企画展観覧料／200円
       （高校生以下・障害者手帳所持者無料）
企画展開催期間中（平成29年11月26日まで）は無休

安田町大字安田１６７４－１ ☎38-3047
http://yasuda-nagomi.com/

なごみ

安

　田

　文

　芸

（順不同）

　
川

　柳

西
岡
佐
千
子

　

七
夕
に
軒
下
貸
し
た
つ
ば
め
立
つ

土
用
の
日
う
な
ぎ
隣
の
匂
い
だ
け

小
松
由
加
子

　

初
心
な
ど
み
え
る
は
ず
な
し
五
十
才

誠
意
な
し
笑
顔
の
ト
ッ
プ
ど
こ
へ
行
く

西
岡

　益
子

　

カ
マ
キ
リ
は
拝
み
太
郎
と
い
う
そ
う
な

私
に
も
谷
間
は
あ
り
ま
す
汗
流
れ

中

　
　淑
美

　

し
わ
く
ち
ゃ
に
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
キ
ビ
街
道

倅
メ
ー
ル
龍
馬
の
エ
ヘ
ン
に
似
て
お
か
し

長
戸

　寿
子

　

 

美
容
院
ド
ア
を
開
け
れ
ば
別
世
界

十
四
才
つ
ま
ず
い
た
あ
の
日
山
越
え
る

せ
が
れ

　放送大学では、平成２９年度第２学期（１０月入学）の

学生を募集しています。

　放送大学はテレビ、ラジオ、インターネットを利用

して授業を行う通信制の大学です。

　働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽しみ

たいなど、様々な目的で幅広い世代、職業の方が学ん

でいます。

　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、

幅広い分野を学べます。

　出願期間について第１回は８月３１日まで、第２回は９

月２０日まで。

　資料を無料で差し上げています。

　お気軽に放送大学高知学習センター（☎０８８―８

４３―4864）までご請求ください。放送大学ホーム

ページでも受け付けております。

放送大学　１０月生募集のお知らせ


